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徳島県立博物館の標本レスキュー活動

泥にまみれて腐敗が始まっている標本も多数あり

ビニールの切り取り

標本取り出し

全体の写真撮影

ラベルの写真撮影 文字が消えかけていたら
読み取ってメモを残す

シリカゲルプレートにはさんで乾燥（一晩）

新聞紙に移し、新たなシリカゲルプレートに挟んで保管

台紙のまま水洗 台紙からはがして水洗

ラベルは台紙ごと切って水洗

汚れが少ない標本　
台紙からはがすと壊れる標本

汚れがひどい標本
台紙が損傷（腐敗）している標本

網ごと斜めにして水切り アルミ・プラスチック板上で整形
斜めにして水切り整形が必要な標本は形を整える

網で台紙ごとはさんで、流水で
3時間以上水洗

網で標本をはさみ、3回水を交
換しながら止水で1時間水洗

標本修復の手順

① 今後の保存のため、塩分をきちんと取り除く。
② 標本の持つ情報をできるかぎり残す。
③ 標本へのダメージを最小限にとどめる。
④ こうした活動について市民の方に知ってもらう。

TOKUSHIMA PREFECTURAL MUSEUM   文化の森陸前高田の被災標本 300 点を引き受ける

　 作業のポイント

　 作業にかかったコスト
人員：１人
作業期間：2011 年５月～ 2012 年４月（標本洗浄は 25日間）
費用（光熱水費を除く）：3000 円（100 均グッズ代）

上席学芸員（植物担当）　小川　誠
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標本番号：6898

ファイル名：IMG_1097.jpg

ファイル名：IMG_1099.jpg

ファイル名：IMG_1101.jpg

ファイル名：IMG_1102.jpg

画像はDVDの”6898”のフォルダに入っています。

tokushima pref. mus.p. 1

ファイル名：IMG_2737.jpg ファイル名：IMG_2738.jpg

100 均グッズで標本の洗浄器具を作成

クリップ
網戸の網

標本台紙 スペーサー

磁石

ワイヤーネット

水洗用
コンテナ

洗浄前の写真をできるだけ多く撮影

シリカゲルプレートで楽々乾燥

標本台紙が付いていてもこんなにきれいになった。

当館で標本作成用に使用している厚さ 3mmのシリカゲルを含んだ

プレート。標本を一晩で濡れた台紙ごと乾燥できる。100円ショップで購入したワイヤー

ネットをペンチでカットし使用。

他にも磁石やクリップ、網戸を使

い標本洗浄機を作成した。

洗浄前に標本の写真をできるだけ

たくさん撮影した（計 2700 枚）。

それを標本ごとにまとめて印刷

し、乾燥させた標本に添付した（画

像はDVDに入れて送付）。



2012/4/30 東日本大震災と自然史系博物館 被災自然史標本の修復技法と博物館救援体制を考える研究集会 ( 大阪市立自然史博物館 ) ポスター発表資料　-p.3

東日本大震災で被災した標本の修復協力について 
-  陸前高田市立博物館標本レスキュー -  

 東日本大震災ににより被災されたすべての方々にお見舞い申し上げ
ます。 

 3月11日に発生した東日本大震災では、地震と津波により甚大な被害
が発生がありました。この地域の博物館も例外ではなく、陸前高田市立
博物館 （岩手県陸前高田市高田町字砂畑61番地の１） も職員全員が
亡くなったり、行方不明という状況でした。そこに収蔵されていた標本も
被害を受け、標本庫は棚は崩れ、収蔵されていた標本は海水をかぶっ
てしまいました。 
 このままでは貴重な標本がカビや腐敗で失われてしまう恐れがあるた
め、岩手県教育委員会と岩手県立博物館などが中心となって、収蔵標
本を回収し、その修復を全国の博物館に呼びかけました。その結果、当
館を含め、国立科学博物館、大阪市立自然史博物館など、全国の25の
博物館が標本の修復を引き受けることとなりました。全国の自然史系博
物館が連携して標本修復の協力を行うことは初めてのケースとなりま
す。 
 このように当館でも、専門技術を生かし、東日本大震災からの復興に
協力しています。 
 なお、修復した標本については、今秋、当館で開催予定の企画展「描
かれた地震」（平成23年10月21日（金）～11月27日（日））で展示する予
定です。 

陸前高田市立博物館の地図 

 
大きな地図で見る 

©2012 Google -

画像 ©2012 Cnes/Spot Image, DigitalGlobe, GeoEye, 地図データ ©2012 

■経緯 

� ３月11日 地震・津波の発生により、陸前高田市立博物館が被災。全ての資料が砂泥まじりの海水をかぶる。  
� ４月中旬～ 岩手県教育委員会と同県内博物館・文化財関係者が、陸前高田市職員やボランティアとともに瓦礫撤去・資料搬出、復元作業に
あたる。  

� ４月27日と28日 標本を収蔵庫から搬出し、岩手県立博物館へ移送。植物標本１万５千点と昆虫標本１５０箱を運び出す。  
� ４月30日～ 岩手県立博物館にて仕分けを開始  
� ５月２日～ 各博物館へ依頼  
� ５月６日～ 各博物館へ標本発送開始（植物標本のうち６千点と昆虫標本１００箱）  
� ５月12日～ 当館受け入れ。現在修復作業中  

※昆虫標本については受け入れ申し出を行った博物館が多かったために、今回は他で対応できるとのことで、当館は受け入れ申し出を行いましたが
修復には携わっていません。

■受け入れた標本 

 宮沢賢治氏とも交流があった地元の博物学者、鳥羽源蔵氏※が明治
から昭和初期にかけて収集したコレクションを中心とした植物標本 300
点 

 1点１点ビニール袋に標本が入れられており、大切に扱われていたこと
がわかります。しかし、届いた標本は泥にまみれて、ビニール袋の内部
まで泥が侵入しているものもあり、被害の甚大さを伺わせます。 
 標本は冷蔵されて送られてきました。到着後、すぐに冷凍し、作業に必
要なもののみ冷蔵庫で保管し、これ以上のカビや腐敗による害がおこら
ないようにしています。 

 鳥羽源蔵氏は宮沢賢治氏が花巻の海岸で発見したクルミ化石の同定
依頼された。それが東北帝大の早坂一郎博士に送られ、地学雑誌に発
表された。（宮沢賢治学会・会報36号 佐藤 成氏の記事より：
http://www.kenji.gr.jp/kaiho/kaiho36/index.html） 

  

■被災の状況 

建物は津波により甚大な被害を受け、1階の収蔵庫はもちろんのこと、2
階まで津波が達したという 

岩手県立博物館 鈴木まほろ学芸員作成の情報（プレス用のためファイ
ルサイズが大きい） 

 

左上：受け入れた標本 100点ずつ3箱 
右上：ビニール袋に入れられ、梱包された標本 
左下：海水をかぶってカビが生え始め、腐敗が始まっている標本 
右下：ラベルも水につかって一部消えかけている 
※ラベルではマンジュギク（現在ではマリーゴールドのなかまに用いられる
名称）となっていますが、この標本はおそらくキク属。 

■作業の内容と様子 

 作業としては、海水や泥をかぶっている標本を水に浸け、塩抜きをして
乾燥します。その際、標本が破損したり、ラベルが消えてしまわないよう
に細心の注意を払います。作業は専門的知識が必要なので、ボランティ
ア等の手助けを借りずに植物担当学芸員が行います。 
 この標本の修復は、きれいにするのが目的ではなく、現状をいかに保

　 標本レスキューの報告・記録

博物館のホームページ
http://www.museum.tokushima-ec.ed.jp/ogawa/database/rikuzentakata/

徳島県立博物館研究報告

目 次
論文
吉野智生・早川大輔・吉澤未来・長 雄一・浅川満彦

ヤイロチョウ Pitta brachyura nymphaから得られた Strongyloides属線虫の初記録………1

調査報告・資料紹介
大原賢二・山田量崇

アサギマダラの移動に関する徳島県の記録（2011年）……………………………………7
広渡俊哉・小林茂樹・池内 健・山田量崇

剣山系の蛾類（1）－2009年の調査結果－…………………………………………………45
大原賢二・山田量崇

徳島市津田海岸町で発見された四国初記録のアルゼンチンアリ ………………………57
山田量崇・大原賢二・林 正美

徳島県におけるエゾゼミ属 4種の分布域及び棲息環境について…………………………63
和田太一

徳島県の礫浜海岸における四国初記録のキタフナムシとマメアカイソガニ …………69
高島芳弘

見哲夫氏の『阿南市津乃峰町「結の岩屋」下の
遊歩道遺跡の調査について（調査メモ）』紹介 …………………………………………79

松永友和
徳島藩の蒸気船―「徳島藩蒸気船乾元丸購入一件（一）」の紹介と翻刻― ……………95

大原賢二・長谷川賢二
答礼人形「ミス徳島」に関する米国ノースウェスト芸術文化博物館所蔵資料 ………109

短報
直大・茨木 靖

徳島県に漂着したトウダイグサ科 Omphalea属の種子 …………………………………139
茨木 靖・小川 誠・木下 覺・中村俊之

徳島県から新たに発見されたナンゴクヒメミソハギ
Ammannia auriculataWilld.（ミソハギ科） ……………………………………………143

山田量崇・ 直大
徳島県におけるコガタウミアメンボの漂着記録 …………………………………………147

土居敏幸・佐藤陽一・尾嶋百合香・伊藤道啓・小藤美樹・三島隆伸
徳島県の那賀川河口から採集されたオオクチヌメリ
Eleutherochir opercularis（ネズッポ科 Callionymidae）…………………………………151

事業報告
辻野泰之

徳島県立博物館に寄贈された後期白亜紀アンモノイド Libycocerasおよび
後期デボン紀植物 Leptophloeumの登録…………………………………………………157

小川 誠
東日本大震災により被災した植物標本の修復 ……………………………………………161

徳島県立博物館
〒770－8070 徳島市八万町向寺山

文化の森総合公園

ISSN 0916-8001

第 22 号
2012年 3月

東日本大震災により被災した植物標本の修復

小川 誠1

[Makoto Ogawa
1
: Salvage of the herbarium specimens damaged by the 2011 offthe

Pacific coast of Tohoku Earthquake]

2011年 3月 11日に発生した東日本大震災では，地震と津波により広範囲にわたって甚大

な被害が発生した．この地域の博物館も例外ではなく，陸前高田市立博物館（岩手県陸前高

田市高田町字砂畑 61番地の 1，図 1）も職員全員が亡くなったり，行方不明という状況であ

る．建物は津波により甚大な被害を受け，1階の収蔵庫はもちろんのこと，2階まで津波が

達したという．そこに収蔵されていた，15万点以上の人文・自然史資料も被害を受け，標

本庫の棚は崩れ，収蔵されていた標本は海水をかぶってしまった（鈴木・大石 2011）．

このままでは貴重な標本がカビや腐敗で失われてしまう恐れがあるため，岩手県教育委員

会と岩手県立博物館などが中心となって，収蔵標本を回収し，その修復を全国の博物館に呼

びかけた．その結果，当館を含め，国立科学博物館，大阪市立自然史博物館など，全国の30

の博物館・大学等施設が標本の修復を引き受けることとなった．全国の自然史系博物館が連

携して植物標本修復の協力を行うことは初めてのケースとなり，また水没した植物標本の修

復というのも稀なケースなので，その手順を含めて記録しておく．

2012年 2月 20日受付，2月 28日受理．
1徳島県立博物館，〒770-8070 徳島市八万町文化の森総合公園．Tokushima Prefectural Museum, Bunka-no-Mori
Park, Tokushima 770-8070, Japan.

図 1．陸前高田市立博物館の位置
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企画展描かれた地震
　日本列島は世界的にみても地震が際

きわ

だって多い地域です。日本では地震を避
さ

けて生活することはで
きないため、古来から地震と人々の生活の結びつきは深く、すでに江戸時代には地震や地震に伴

ともな

って
発生する津波を描いた絵

かい

画
が

や瓦
かわら

版
ば ん

などが多く出版されています。地震は、断
だん

層
そう

が動くことによって起
こる現象です。山地や湖などの地形をつくる大きな要因でもあり、四国山地は数多くの地震によって
形づくられたともいえます。
　この企画展では、地震が起こる原因、地形にみられる地震の痕

こん

跡
せき

などを紹介するとともに、鯰
なまず

絵
え

や
南海地震の瓦版など、江戸時代以降の地震に関する絵画資料も数多く紹介します。

主　催　徳島県立博物館・兵庫県立人と自然の博物館
会　場　博物館企画展示室（1階）
会　期　10月21日（金）～ 11月27日（日）
時　間　9：30 ～ 17：00
休館日　毎週月曜日
観覧料　一般200円　高校・大学生100円
　　　　小・中学生50円
　※20名以上の団体は2割引
　※土・日及び祝日は小学生・中学生・高校生無料
　※学校教育での利用は無料
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南海
地震（16 0 5年）
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（1707年）の被害
状況を刻んだ石碑
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町
ちょう

鞆
とも

浦
うら

）

野
の

島
じま

断
だん

層
そう

　兵庫県南部地震（1995年）で
活動し、地上に現れた断層（兵庫県淡

あわ

路
じ

市）

地震の神サマ　ナマズウシ
　河南堂珍元斎氏による、
この企画展のマスコット
キャラクターです。

 関連行事 
（1）ナマズウシ大作戦！講談＋立

たて

版
ばん

古
こ

ぬりえ　ワークショップ
　日時　10月23日（日）10：30 ～、13：30 ～
　場所　博物館講座室（3階）
　講師　河

か

南
なん

堂
どう

珍
ちん

元
げん

斎
さい

氏（兵庫県立人と自然の博物館地域研究員）
　定員　各回15人（事前申込みが必要です。8ペー

ジを参照してください）参加無料
（2）動く断層ペーパークラフトを作ろう
　日時　11月3日（木）　10：30 ～、13：00 ～、

　14：00 ～、15：00 ～の4回
　場所　博物館常設展示室および博物館実習室（３階）
　講師　加藤茂弘氏（兵庫県立人と自然の博物館研究員）
　定員　各回25人（当日受付）　 参加無料
（3）鯰絵ぬりえ
　日時　11月3日（木）　9：30 ～ 16：00
　場所　博物館企画展示室前の通路
　定員などはありません　参加無料
（4）野外見学会　地震と津波の跡を見よう！
　日時　11月13日（日）　7：30 ～ 18：00
　場所　高知県室戸岬および海陽町浅川
　講師　中尾賢一（博物館学芸員）
　対象　小学生から一般まで（小学生は保護者同伴）
　定員　45名（事前申込みが必要です。8ページを参照してください）
　その他　文化の森発着、貸切バスを使用します　参加無料
（5）展示解説
　日時　10月30日（日）、11月6日（日）、11月20日（日）
　　　　いずれも14：00 ～ 15：00
　場所　博物館企画展示室（１階）
　講師　中尾賢一（博物館学芸員）
　備考　企画展観覧料が必要です

えが

4

【企画展】描かれた地震での展示
期間：2011 年 10 月 21 日～ 11 月 27 日

特設コーナー　東日本大震災と標本レスキュー

徳島新聞（2011 年５月 31 日）

毎日新聞（2011 年 6月 14 日）

新聞やテレビなどのマスコミによる報道

研究報告への投稿
東日本大震災により被災した植物標本の修復

　 レスキュー作業を行っての感想
● 作業の場の確保がむずかしかった（実習室を使ったために行事がある日の前

　 後が使えなかった）。

● 日常の業務を行えながら作業できたのでとても楽だった。その分、現地に行

 　かれた方や岩手県立博物館のみなさんの苦労は大きかったと思う。

● 技術的な情報交換ができる場があればと思った。後にネットで、乾燥機を使

　 うと植物標本が皺になるので苦労したといった記事を見た。

植物標本を洗いながらいろいろなことを考えることができ

ました。 そのきっかけを作ってくれた皆様に感謝します。
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